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令和5年度第32回鳴門生徒指導学会   2023・8・１９

これからの不登校への理解と支援
－生徒指導提要改訂版を踏まえて－ 

奈良女子大学 伊藤美奈子

近年の不登校児童生徒数
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不登校に対する国の指針の変遷

～1980年代：不登校の増加（心の病気から教育問題へ）

カウンセリング・マインドの広がり

1992年“どの子にも起こり得る”“待つことの大切さ”

～2000年頃：不登校の多様化（教育問題から社会問題へ）

2003年“ただ待つのみではなく、正しいアセスメントに

基づく適切な働きかけや関わりを” 

2000年代以降：“不登校＝問題行動”ではないという見方に

2016年：教育機会確保法

「問題ではない」と言われても

◇もちろん「問題ではない」と言われることで

ゆっくり休める子ども、ホッとする保護者もいる

◇しかし、子どもや保護者の不安や心配は、完全には払拭

されていない

◇しかも、「問題ではない＝そのままでいい・何もしなくて

いい」という誤解もある

⇊

では、学校現場はどうすればいい？



3

もう一つの変化

2022年12月に「改正版生徒指導提要」が出ました

・法的根拠の重視

二軸 ・すべての子どもに

発達支持的指導を

・チーム学校、

多職種による連携

多様化する現代社会における不登校

「不登校」の背景にある多様な「問題」

友だちや教師との人間関係、いじめ、発達的な偏り、

学業の難しさ、部活動の悩み、精神病理、

性的マイノリティ、ゲーム依存、虐待、

貧困、ヤングケアラー 等々

 ⇊

複数の目によるアセスメントと

複数の手（多職種）による支援が必要
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データから見る不登校の子どもの思い

学校を休んでいる時の気持ち（小学生）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分のことが嫌でしかたがなかった

進路・進学に対する不安があった

勉強の遅れに対する不安があった

早く学校に戻りたかった

自由な時間が増えてうれしかった

ほっとした・楽な気持だった

あてはまる

少しあてはまる
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学校を休んでいる時の気持ち（中学生）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分のことが嫌でしかたがなかった

進路・進学に対する不安があった

勉強の遅れに対する不安があった

早く学校に戻りたかった

自由な時間が増えてうれしかった

ほっとした・楽な気持だった

あてはまる 少しあてはまる

学校を休んだことに対する思い

0 10 20 30 40

無回答

わからない

何も思わない

しかたがなかったと思う

登校しなかったことは、自分にとってよかったと思う

もっと登校すればよかったと思っている

小学生

中学生
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学校を休んでいた時に相談した相手

0 10 20 30 40 50 60

無回答

誰にも相談しなかった

その他

電話やSNS相談

家族

友だち

学校にいるカウンセラー

保健室の先生

学校の先生

小学生

中学生

エピソードから見る不登校の子どもの思い
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不登校の子どものこころ1

◇不登校の子どもたちは、行きたい？ 行きたくない？

“行けるものなら･･･”“でも、行きたいと言ったら･･･”

◇どうして行けないの？

理由は“よくわからない”“追い詰めないでほしい”

◇先生に対してもアンビバレント

「あまり家庭訪問や電話をしてほしくない」

でも「学校のことは気になる」

不登校の子どものこころ2

◇学校もしんどい。家は？

“家だと安心できる”しかし“家でも心から安らいでいない”

∴周りの反応が突き刺さる/ゲームや昼夜逆転も“隠れ蓑”

◇家族はどう思っているのだろう？

保護者の一挙一動に対し「自分のせい？」と不安になる

◇保護者への一番の思い＝「わかってほしい」

しかし、言語化は難しい ⇒ 行動化・身体化
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不登校の子どものこころ3

◇「そっとしておいて」は「何もしないで」ではない

「いつもどおり」「ふつう」でいてほしいとは？

◇最初の一歩が難しい

その一歩をタイミングよく支える“手”が必要

◇行きつ戻りつを繰り返しながら

「まだら」というあり方＝“不安を抱えながらの前進”も

思春期危機
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学校現場で見る思春期の危うさ

◇精神病理の好発期

◇不登校の増加

◇衝動性・攻撃性・抑うつ気分は強まる

◇友人関係・親子関係のトラブルも増加

 ◇死亡理由の1位が「自殺」⇒「死に近づく時期」

校種別 自己肯定感と抑うつ感
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「辛いことがあっても死んではならない」を肯定する比率***
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生への執着が、
一時的に緩む

思春期はＳＯＳを出すのが下手

◇素直に言語化できない屈折した表現形

思春期は言語化が苦手（プライド、反抗心、不信、甘えなど）

◇言語化できない悩みはどうなる？

“心身症”という形での「身体化」

“問題行動”という形での「行動

◇思春期は“大人臭さ”“支援臭さ”を嫌う
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チーム支援

チームとネットワーク

「多職種」が注目されるようになった背景

＝社会で起こる「問題」の多様化・複雑化

→対人援助職の量的増加+種類の多様化

⇊

教育 + 医療・福祉・心理・司法矯正
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チームで取り組むことのメリット

◇利点：多面的理解、多面的関わり、連携・協力、支えあい

教師には「自らを開く」努力、

学校には「全体で抱えていく」努力を

◇学校内外の機関も、有機的に“連携”を

顔と顔／足を使った関係作り

多職種との連携

◇多職種による多様な支援

教育的支援・心理的支援・医療的支援・

福祉的支援・司法矯正的支援

◇学校内でも多職種によるチーム支援

教職員+SC+SSWなど

◇家庭・地域や学校外の専門機関とのネットワーク
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ケース会議

◆1つのケースについて、関係する教職員や専門職（SC

やSSWなど）が一緒に、情報共有をすると同時に、

アセスメントを行う。

◆多職種による話し合いとなる際には、互いの専門性を

尊重することが大切。

◆「次の一歩」を決めて、実行に移す。

連携する際の危険性

◇アセスメントや介入の方向性のずれ

◇職域間での対立の構図

◇対象となる児童生徒が置き去りになる

↑

平時より密な意見交換

互いの考えをすり合わせていく

相手の専門性へのリスペクト

一番大切な目的（対象となる児童生徒への支援）を見失わない
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相談体制つくり

「不登校はどの子にも起こりうる」

「いじめはどの学校にも起こりうる」

⇊

◇「ある」ことを前提とした体制作り

いつでも相談できる体制作り

◇相談することへの偏見・抵抗をなくす工夫

◇子どもだけでなく、保護者支援、教師への

コンサルテーションも

不登校の保護者支援の重要性
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「子どもを支える人」も支えられる大切さ

◇不安・苛立ち・悲しみという負の感情を、安心して

安心な人に吐き出せる場が必要。

エピソード：“あの子に裏切られた！”

◇相談できる場や人の大切さ

エピソード“お母さんにはカウンセリングに行って

ほしくなかった”

「子どもを支える人」も支えられる大切さ

◇保護者に原因があるというわけでは決してないが、

保護者が変わる（肩の力が抜ける・笑顔になる等）

ことで、子どもも変わるということは多い。

◇教師も「子どもを支える人」

∴教師も支えられる体制が必要
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多様な学びの場

さまざまな学びの機会

＜学校内＞

別室（保健室・相談室・校長室など）

校内支援教室

＜学校外＞

教育支援センター（適応指導教室）

フリースクール

不登校特例校
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いい場所を選ぶポイント

◇子どもの思いやニーズに合っているか？

◇子どものこころのケアを大切にしているか？

◇「出席認定」されているか？

◇在籍校との連携はあるか？

◇入室前に、体験や相談が十分にできるか？

◇保護者のケア（親の会など）にも力を入れているか？

◇入会金や謝礼が適切な金額か？

今後に向けて
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今後に向けて1

◇大事にすべきは、アセスメント

・子ども本人の訴えや“力・特性”

・環境（家庭や学校など）へのアセスメント

・多角的・縦断的・長所発見的アセスメント

・困っているのは誰？･･･子ども？親？先生？

（エンパワーする対象は？）

◇事後対応だけでなく、積極的・開発的な指導・支援が

  求められている。

今後に向けて2

◇「支える人」を支えるしくみ

学級、学校、そして家庭を孤立化させない

◇多様な“社会的自立”があるので、その子に合ったゴール選択を！

◇不登校を“自分自身や将来のことを考えるため”の

ターニングポイントと考えることも大切

（しかし、苦しい道行を寄り添ってくれる伴走者が欲しい）
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ちょっと宣伝･･･

ご清聴、ありがとうございました。
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